
2007 年 5 月 31 日 
 

安科研・パナファーム合併のお知らせ 
 
 株式会社三菱化学安全科学研究所 
 株式会社パナファーム・ラボラトリーズ 
 三菱化学メディエンス株式会社 
 
三菱化学メディエンス株式会社（以下「MCM」、本社：東京都港区 社長：吉富敏彦）のメディケム

事業本部（事業本部長：小川洋美）に属するグループ会社、株式会社三菱化学安全科学研究所（以下「安

科研」、本社：東京都港区）及び安科研の子会社 株式会社パナファーム・ラボラトリーズ（以下「パナ

ファーム」、本社：熊本県宇土市）の両社は、本年 10 月 1 日を期日として合併することと致しました。 
 

1999 年 7 月の安科研によるパナファーム買収以来、両社は、特に医薬品の前臨床試験受託事業の分

野で、相互に競業しつつグループとしてのシナジーを追求する、という課題に取り組みながらそれぞれ

順調に業績を伸ばしてまいりました。 近年、製薬企業の旺盛な研究開発投資に伴う受託試験市場の拡

大傾向を背景に、設備投資の必要性が高まると共に、個別化医療（いわゆるテーラーメイド医療）など

に関わる新規試験種への需要増が見込まれております。 このような事業環境の中にあって、安科研・

パナファームと致しましては、今後より効果的・効率的な設備投資あるいはお互いの人材・技術の交流

を通じた成長を図るために、現パナファームを安科研に吸収合併し、名実共に両社を一体化することが

最適であるとの結論に達しました。 
 

合併期日をもって、安科研に熊本研究所が誕生し、製薬企業を中心とするお客様各位には、鹿島・熊

本の両研究所による（他に、横浜・北九州の研究所も併せて）フレキシブルな受注、そしてより一層質

の高い試験受託サービスを提供させていただけるよう努力してまいります。 また、MCM グループの創

薬支援事業部門として、同社メディケム事業本部の治験事業部と共に、探索～前臨床～治験～市販後と

いう一貫したプロセスへのサービス提供にも鋭意取り組んでまいります。 
 

以 上 
 

 
【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社三菱化学安全科学研究所 
経営企画室 ０３－３４５４－７６１６ 
 
株式会社パナファーム・ラボラトリーズ 
経営企画室 ０９６４－２３－５１１１ 

 
 
付： 安科研・パナファームの概要
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別紙 
【安科研・パナファームの概要】 
 
株式会社三菱化学安全科学研究所 
（１） 

（２） 

（３） 

（４） 

（５） 

（６） 

（７） 

（８） 

（９） 

設立年月日： １９７７年１１月 
資 本 金： ３００百万円 
株 主： 三菱化学メディエンス株式会社１００％ 
売 上 高： ６６．８億円（2007 年 3 月期 予想） 
従 業 員 数： ４８５人（2007 年 4 月 1 日） 
代 表 者： 取締役社長 小川 洋美 
事 業 内 容： 医薬・農薬・食品添加物・化粧品・化学品等の安全性、有効性評価

に関わる受託試験、研究 
本社所在地： 東京都港区芝浦四丁目 2 番 8 号（三田ツインビル東館 10 階） 
事業所所在地： 鹿島研究所：茨城県神栖市砂山 14 

横浜研究所：横浜市青葉区鴨志田 1000 
北九州研究所：北九州市八幡西区黒崎城石 1-1 
大 阪 支 店：大阪市中央区伏見町 4-1-1 

 
株式会社パナファーム・ラボラトリーズ 
（１） 

（２） 

（３） 

（４） 

（５） 

（６） 

（７） 

（８） 

（９） 

設立年月日： １９８５年３月 
資 本 金： １５０．５百万円 
株 主： 株式会社三菱化学安全科学研究所９９．７％ 
売 上 高： ３４．６億円（2007 年 3 月期 予想） 
従 業 員 数： ２４９人（2007 年 4 月 1 日） 
代 表 者： 取締役社長 小川 洋美 
事 業 内 容： 医薬・農薬・食品添加物・化粧品・化学品等の安全性、有効性評価

に関わる受託試験、研究 
本社所在地： 熊本県宇土市栗崎町 1285 
事業所所在地： 熊本研究所：熊本県宇土市栗崎町 1285 

東京営業部：東京都港区芝浦 4-2-8 
大阪営業部：大阪市中央区伏見町 4-1-1 

以 上 


